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（平成28年４月末日現在）

●人　口　32,102人（対前月＋６人）

　　　　   （男／ 15,350人　女／ 16,752人）
●世帯数　11,507世帯（対前月＋27世帯）

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

市県民税（１期）　　国民健康保険税（１期）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組

　毎月第３・４週

　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～

・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　
国
の
名
勝
「
九
年
庵
」
の
春
の
一
般
公
開
が
今

年
も
行
わ
れ
、
５
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の
３
日

間
で
約
６
千
人
の
方
が
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
初
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た

が
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
鳴
き
声
が
響
く
中
で
見
る

し
っ
と
り
と
し
た
モ
ミ
ジ
や
苔
も
美
し
く
、
ま
た
、

晴
れ
の
日
に
は
若
葉
を
通
し
て
や
わ
ら
か
な
日
差

し
が
降
り
注
い
で
、
心
安
ら
ぐ
空
間
を
作
り
出
し

て
い
ま
し
た
。

　
紅
葉
で
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
九
年
庵
で
す

が
、
秋
と
は
異
な
る
春
な
ら
で
は
の
風
情
や
趣
が

あ
り
、
訪
れ
た
方
も
園
内
で
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る

時
間
を
満
喫
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

今
月
の
表
紙

「
新
緑
輝
く
　
九
年
庵
春
の
一
般
公
開
」

 　 　17日（金）

６月 ６日（月）～ 17日（金）

 　 　19日（日）

 　 　27日（月）

おゆずり会

市営住宅入居予備者受付

チャリティーゴルフ大会

発達障害者専門相談
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予
測
で
き
な
い
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
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西郷小学校６年

後藤　千晴さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　
私
は
、
市
報
の
神
埼
と
い
う
題
字
を
書
く
事
に

な
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
い
ざ
書
い
て
み
る

と
神
埼
の
埼
と
い
う
字
が
と
て
も
む
ず
か
し
く
、

本
当
に
私
が
書
い
て
よ
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
練
習
の
中
で
一
番
良
か
っ
た
一
枚

で
す
。
い
い
経
験
で
し
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
も
、

習
字
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

６ 

月
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予測できない災害から
身を守るために

　今年も雨のシーズンがやってきました。特に近年は、
局地的な集中豪雨による災害や台風による災害が多く
見られます。
　神埼市は、脊振の山間地から有明海付近までと南北
に長く、山間部の土砂災害や平野部の浸水被害等、地
勢的にも災害のあり方は異なります。

　また、４月の地震のように自然災害はいつ起きるか
予測できません。
　出水期を迎えるにあたり、家の周辺の状況や緊急時
の確認を再度お願いします。
◎問い合わせ　防災危機管理課　防災係　
　　　　　　　☎37-0104

◆
備
え
て
お
く
べ
き
防
災
グ
ッ
ズ

　

自
分
で
持
て
る
重
さ
に
ま
と
め
て
、
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
持
ち
出
し
袋
に
入
れ
、
取
り

出
し
や
す
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
存
期
限
や
季
節
に
よ
っ
て
交
換
、
補
充
し

な
が
ら
３
日
間
は
自
力
で
し
の
げ
る
よ
う
に
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
【
持
ち
出
し
品
】

□
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
ℓ
を
目
安
に
準

備
）

□
非
常
食
品

□
貴
重
品
（
現
金
、
通
帳
、
印
鑑
、
健
康

保
険
証
な
ど
）

□
情
報
収
集
用
品
（
携
帯
電
話
、
携
帯
ラ

ジ
オ
な
ど
）
※
充
電
器
や
予
備
の
電
池
も

□
救
急
セ
ッ
ト
、
医
薬
品

□
便
利
用
品
（
懐
中
電
灯
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

マ
ッ
チ
か
ラ
イ
タ
ー
、
ス
リ
ッ
パ
、
万

能
ナ
イ
フ
、
マ
ス
ク
な
ど
）

□
毛
布
、
手
袋
（
軍
手
）、
衣
類
（
雨
具
、

下
着
、
防
寒
具
、
タ
オ
ル
な
ど
）

■
台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う

・
強
風
で
飛
ば
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
も
の
は
、

あ
ら
か
じ
め
し
っ
か
り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

・
普
段
か
ら
分
電
盤
の
位
置
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
通
常
分
電
盤
は
玄
関
・
台
所
・

脱
衣
所
・
廊
下
等
の
上
部
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

・
傷
つ
い
た
り
、
水
に
つ
か
っ
た
電
気
器
機
、

コ
ー
ド
は
漏
電
や
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
必
ず
電
気
店
な
ど
で
点
検
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
安
全
を
守
る
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
早
期
に
災
害
情
報
連
絡
室
を
立
ち

上
げ
、
必
要
に
応
じ
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
て
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
情
報
伝
達
、
安
全

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
の
み
の
対
応
で
は

災
害
対
応
や
そ
の
後
の
生
活
再
建
に
は
限
界

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
地
域
住
民
に
よ
る
主
体
的

な
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
災
害
に
備
え
定
期
的
な
防
災
訓

練
・
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
、
避
難
所
用
品

の
備
蓄
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
市

民
の
方
の
負
託
に
１
０
０
％
応
え
る
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
防
災
対
策
に
お

い
て
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

　

平
時
か
ら
の
防
災
研
修
や
避
難
訓
練
の
実

施
、連
絡
網
を
駆
使
し
た
避
難
の
呼
び
か
け
、

要
支
援
者
の
避
難
支
援
、
安
否
確
認
の
実
施

な
ど
、
地
区
内
の
住
民
と
行
政
と
の
連
携
が

必
要
で
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

情
報
を
収
集
す
る
手
段
と
し
て
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
は
も
と

よ
り
、
防
災
メ
ー

ル
の
登
録
・
テ
レ

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ

ス
等
の
情
報
の

活
用
も
お
願
い

し
ま
す
。

▲平成24年７月、大雨時の江見排水機場（上）付近
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避
難
情
報
収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

熊
本
地
震
や
昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災

害
な
ど
、
近
年
は
大
災
害
が
日
本
の
各
地
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

命
を
守
る
た
め
に
は
、
早
め
の
避
難
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ

た
場
合
で
も
、
屋
外
に
出
る
こ
と
が
危
険
な

場
合
は
、
山
側
か
ら
離
れ
た
部
屋
や
２
階
以

上
の
高
い
と
こ
ろ
に
避
難
し
、
身
を
守
る
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
情
報
収
集
を
行
い
、

危
険
が
お
よ
ぶ
前
に
避
難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
防
災
無
線
や
メ
ー
ル
（
要
登
録
）
な

ど
で
避
難
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

居
住
地
の
災
害
リ
ス
ク
の
認
識
、
避
難
タ

イ
ミ
ン
グ
や
避
難
場
所
・
経
路
の
確
認
を
日

頃
か
ら
十
分
に
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

携帯電話への防災メールの登録方法
　携帯電話への防災メールは、神埼市の緊急情報を市
外にいても受信できます。（携帯電話の受信状態によ
り受信できない場合があります）
　登録希望者が市外の方でも登録可能ですので、親戚
や知人の方にもお知らせください。

【登録方法①】
　右の「ＱＲコード」からアクセス
し、案内に従い登録してください。

【登録方法②】
　下記へアクセスし、登録してください。
http://www.bousai.city.kanzaki.saga.jp/mail/pub/

第１段階　避難準備情報
防災無線はチャイムを鳴らして放送

降雨の状況等を判断し、早期避難を呼
びかけるもの

第２段階　避難勧告
防災無線はサイレンを鳴らして放送

降水量や今後の降雨の状況等を判断
し、避難を勧めるもの

第３段階　避難指示
防災無線はサイレンを鳴らして放送

人的被害発生の危険性が非常に高まっ
た時などに発令

第４段階　特別警報
防災無線はサイレンを鳴らして放送

ただちに命を守る行動をとってくださ
い

小

大

危　

険　

性

　市は災害の恐れがある場合、危険度に応じ災害情報
を発令します。

　サイレンやチャイムが聞こえた場合は、テレビやラ

ジオ等の災害情報に注意してください。

　放送の内容が聞こえづらい場合、右記の方法で内容

の確認ができます。また、市内の災害情報をいつでも

確認できますので、大雨や台風の時に活用してください。

　　　　　

市の
防災情報

防災行政無線の内容を
電話で確認できます
☎51-1260
※通話料がかかります

メールで
確認できます
　あらかじめ登録するこ
とにより、防災情報など
　　　をメールで受信
　　　　できます。

ぶんぶんテレビ
のテロップや文字情
報で確認できます

（ぶんぶんテレビへの加
入が必要です）

　　ホームページで
　　　確認できます

　神埼市防災ＷＥＢで、
防災情報等をいつでも確
認することができます。

◆神埼市の早期避難所
神埼町 千代田町 脊振町

神埼市中央公民館 千代田町保健センター 脊振公民館

※市の早期避難所に自主避難される際は、開設されているか確認してください。
※その他の市の指定避難所は、神埼市ハザードマップなどでご確認ください。
※避難所に避難される場合は、水・食料をご持参ください。
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各課からのお知らせ

　
　新
庁
舎
・
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
に
関
す
る
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

庁
舎
建
設
１
係
・
庁
舎
建
設
２
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

け
が
防
止
を
願
い
　
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
写
真
は
、
神

埼
町
姉
川
西
分
地
区
の
草
刈
り
作

業
に
参
加
さ
れ
た
方
々
が
、
草
刈

り
作
業
の
前
に
取
り
組
ま
れ
た
ラ

ジ
オ
体
操
の
実
演
写
真
で
す
。
５

月
８
日
に
実
施
さ
れ
た
地
域
の
草

刈
り
作
業
に
は
20
人
弱
の
方
々
が

作
業
に
従
事
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
作
業
中
の
け
が
や
事
故
を
防

止
す
る
た
め
に
体
を
ほ
ぐ
す
柔
軟

体
操
を
し
て
は
ど
う
か
、
と
の
発

案
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

　

神
埼
市
は
、
市
を
挙
げ
て
ラ
ジ

オ
体
操
の
実
施
を
推
奨
し
て
お

り
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き

る
“
健
康
寿
命
”
を
高
め
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。ま
た
、

高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
で
市
の
財

政
状
況
に
お
け
る
介
護
費
と
医
療

費
は
、
毎
年
１
億
円
を
超
す
増
加

の
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
健
康
増
進
、
維
持
は
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
打
開
策
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
自
発
的
な
共
同
事
業

「
全
市
民
ラ
ジ
オ
体
操
実
施
」
に

よ
る
元
気
な
、
健
康
的
笑
顔
が
見

え
る
神
埼
市
の
創
造
を
願
う
と
こ

ろ
で
す
。
８
月
17
日
（
水
）
に
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
神
埼

中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
が
更
な
る
体
操
普

及
の
契
機
と
な
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。　

　

神
埼
市
老
人
ク
ラ
ブ
神
埼
支
部

総
会
の
始
ま
る
前
に
、
姉
川
西
分

の
方
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
の
話
題
を

耳
に
し
、
と
て
も
う
れ
し
く
、
熱

く
語
り
合
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
人

で
も
多
く
の
地
区
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
一
心
で
紹
介
し
ま

し
た
。
自
ら
の
健
康
と
一
日
を
爽

快
な
気
分
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
普
及
を
推

進
し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
神
埼
市
長
　
松
本
　
茂
幸

　

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、

新
庁
舎
建
設
や
脊
振
町
複
合
施
設

建
設
に
関
す
る
ご
意
見
、
ま
た
、

本
庁
舎
の
跡
地
や
千
代
田
庁
舎
に

で
き
る
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用

方
法
、
脊
振
診
療
所
等
の
跡
地
の

利
活
用
方
法
な
ど
に
関
す
る
ご
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
に
あ
た
り
、
平
成
28
年
４

月
に
策
定
し
た
「
神
埼
市
新
庁
舎

建
設
基
本
構
想
」「
神
埼
市
脊
振

町
複
合
施
設
建
設
基
本
構
想
」
を

基
に
、
神
埼
町
、
千
代
田
町
、
脊

振
町
の
３
会
場
で
、
５
月
16
日
か

ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
で
住
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
、
約
２
６
０
人
の
方

が
参
加
さ
れ
、
説
明
後
に
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、「
平

成
28
年
熊
本
地
震
」
の
直
後
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
新
庁
舎
の
防
災
機
能

や
神
埼
市
中
央
公
民
館
な
ど
の
耐
震

性
に
関
す
る
質
疑
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
に

つ
い
て
は
、
町
内
か
ら
商
店
が
な
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
店
舗
の
導
入
や

医
療
施
設
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入
な

ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
方
が
利
用
し
や
す
く
、
親

し
み
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、
市

民
の
方
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
新
庁

舎
建
設
と
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
、

各
施
設
の
跡
地
利
用
や
千
代
田
庁
舎

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用
に
関
す

る
検
討
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

各
世
帯
に
新
庁
舎
と
脊
振
町
複
合

施
設
建
設
に
関
す
る
基
本
構
想
の
概

要
版
と
色
分
け
し
た
２
種
類
の
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
募
集
期
限

　

６
月
17
日
（
金
）
ま
で

○
意
見
の
提
出
方
法

・
企
画
課
、
各
支
所
の
総
合
窓
口

課
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
箱
に
ご

投
函
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
メ
ー

ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.ka

n
za
ki.

saga.jp/m
ain/6

0
2
9
.htm

l
h
ttp
://w

w
w
.c
ity.ka

n
za
ki.

saga.jp/m
ain/6

0
3
1
.htm

l
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　提
出
を
お
願
い
し
ま
す

～
児
童
手
当
現
況
届
～

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　

現
況
届
は
、
現
在
、
児
童
手
当
・
特
例

給
付
を
受
給
し
て
い
る
方
の
６
月
１
日
時

点
で
の
状
況
を
確
認
し
、
手
当
の
受
給
要

件
（
児
童
の
監
護
や
保
護
、
生
計
関
係
な

ど
）
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
所
得
審
査
も
あ
わ
せ
て

行
い
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
手
当
が
差
し
止

め
と
な
り
、
さ
ら
に
一
定
期
間
を
経
過
す

る
と
時
効
に
よ
り
受
給
資
格
が
喪
失
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

対
象
の
方
に
は
、
６
月
上
旬
に
詳
細
を

記
し
た
案
内
通
知
と
現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。

○
持
参
す
る
も
の

・
現
況
届
（
通
知
書
に
同
封
の
も
の
）

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

・
受
給
者（
保
護
者
）の
健
康
保
険
証
（
写

し
も
可
）
ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書

※
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
等
の
所

得
課
税
証
明
書
（
配
偶
者
が
受
給
者
の

扶
養
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
な
ど
は
、

配
偶
者
の
所
得
証
明
書
も
必
要
で
す
）

○
提
出
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係
、
各
支
所
総
合
窓

口
課
（
郵
送
で
の
提
出
も
可
）

※
詳
細
は
、案
内
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

◆
夏
休
み
利
用
の
ご
案
内

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、

昼
間
家
に
保
護
者
が
い
な
い
児
童
を
お
預
か

り
し
、
遊
び
を
中
心
と
し
た
指
導
を
通
じ
て

児
童
の
安
全
と
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
ご
利
用
を
希
望
の
方
は
、
申
込

締
切
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象　

小
学
校
１
年
生
～
６
年
生

○
開
設
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

○
負
担
金
（
お
や
つ
代
等
は
別
途
必
要
）

・
平
日
利
用
者　

４
，０
０
０
円

・
平
日
、
土
曜
利
用
者　

５
，０
０
０
円

○
申
込
締
切
日　

６
月
７
日
（
火
）

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込
書

・
勤
務
証
明
書
（
保
護
者
お
よ
び
65
歳
未
満

の
同
居
の
祖
父
母
）

・
児
童
健
康
等
生
活
調
査

・
誓
約
及
び
承
諾
書　

な
ど

・
傷
害
保
険
料
（
年
額
８
０
０
円
）

※
様
式
は
、
窓
口
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
長
期
休
業
の
み
利
用
者
の
土
曜
日
入
会
は

不
可
。

・
終
了
時
間
の
午
後
６
時
ま
で
に
は
、
保
護

者
の
迎
え
が
必
要
で
す
。

・
弁
当
、
水
筒
な
ど
持
参
。

・
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
12
日
（
金
）
か
ら
16

日
（
火
）
ま
で
は
お
休
み
で
す
。

○
申
込
先

・
社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

・
神
埼
市
中
央
公
民
館

・
脊
振
公
民
館

　

負
担
金
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

　

※
平
成
28
年
度
か
ら
「
申
請
制
」
と
な
り

　

ま
す
。

　
　
「
要
保
護
家
庭
」「
準
要
保
護
家
庭
」「
ひ

と
り
親
家
庭
で
あ
り
、
か
つ
、
所
得
税
非

課
税
世
帯
」
は
、
負
担
金
の
減
免
申
請
が

で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
神
埼
市

教
育
委
員
会
の
窓
口
（
千
代
田
支
所
内
社

会
教
育
課
、
神
埼
市
中
央
公
民
館
、
脊
振

公
民
館
）
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

申
請
書
は
、
市
の
窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
夏
休
み
等
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ支

援
員
募
集

○
勤
務
場
所　

市
内
各
小
学
校
他

○
任
用
期
間

　

７
月
21
日
（
木
）
～
８
月
24
日
（
水
）

※
今
年
度
か
ら
、
市
内
の
小
学
校
は
８
月
25
日

（
木
）
か
ら
２
学
期
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

※
夏
休
み
以
降
も
勤
務
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
募
集
職
種
（
募
集
人
員
）

・
補
助
員
（
10
人
程
度
）

・
障
が
い
児
対
応
補
助
員
（
２
人
程
度
）

※
障
が
い
児
対
応
に
つ
い
て
は
、学
校
教
諭
、

保
育
士
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
が
必

要
で
す
。

○
勤
務
形
態
（
長
期
休
業
・
土
曜
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

　
（
う
ち
６
時
間
以
内
）

○
賃
金

・
支
援
員
補
助
員　

時
給
８
３
０
円

・
障
が
い
児
対
応
補
助
員　

時
給
８
７
０
円

○
休
日　

日
曜
、
祝
日
、
お
盆
休
み

○
申
込
方
法

　

①
市
販
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
履
歴
書
（
顔
写

真
貼
付
）
②
官
製
は
が
き
（
返
信
先
記
入
）

③
障
が
い
児
対
応
に
つ
い
て
は
、
証
明
す
る

書
類
等
の
写
し
を
社
会
教
育
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
締
切
日　

６
月
10
日
（
金
）

○
申
込
先　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

※
面
接
日
は
、は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
そ
の
他

・
採
用
人
数
な
ど
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
賃
金
は
翌
月
10
日
払
い
で
す
。

・
通
勤
手
当
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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輝ける未来のために･･･
～私たち、こんな仕事をしています！～

【No.２】
　政策推進室では、活力にあふれる地域づくりのため、市内に存

在する地域資源の活用を図って、農業所得の向上や雇用創出、さ

らに地域産業の活性化に繋げていく事業を実施しています。「神埼

市ブランド創造事業」としては、市内に生育する和菱を活用した

製品づくりを進めるため神埼和菱組合の発足や西九州大学と菓子

組合などの連携による新商品の開発などに取り組んでいます。

　また、神埼市・吉野ヶ里町葬祭公園整備促進協議会においては、

「葬祭公園の整備」に向けた協議を進めています。「葬祭公園」は、

住民の皆さまの安心と衛生環境の向上、公共の福祉のために不可

欠な都市施設です。さらに、住民の不安や不自由を解消し、両市

町の住民の誰もがお世話になる施設として整備を進めていきたい

と考えています。

　この他「ふるさと納税の推進」や「行政改革の推進」なども実

施しています。

　今後も、住民の皆さまとの連携や協力により将来を見据えた、

地域の活性化に向けた実効性のある施策を積極的に展開していき

ます。

 

政策推進室
☎37-0121

 《政策推進室の業務》
・神埼市ブランド創造事業
・葬祭公園の整備促進
・ふるさと納税の推進
・行政改革の推進
・合併10周年記念事業
　（元気かんざき市民交流祭）

 

歴史文化推進室
☎37-0153

 《歴史文化推進室の業務》
・各種講座の開催による学習の場と人材育成
・かんざきの語りべとなる市民活動の推進
・デジタルミュージアムによる情報発信と公開
・地域資源悉皆調査の継続実施
・神埼市歴史まちづくり遺産制度による地域資

源の保全と活用
・勢福寺城跡など重要遺産の保全整備と活用
・伊東玄朴の顕彰と記念館整備
・歴史文化遺産を活かした地域おこしと人の交

流による地域づくり

　歴史文化推進室では、市内に所在する様々な歴史文化遺

産をまちづくりの資源として、その保存と活用によるまち

づくりを進めています。

　歴史文化推進室の役割・目指すものは、神埼の特性であ

る歴史と文化を適正に保存し、その活用を図りまちづくり

に活かすことです。また、市民の皆さんが誇りをもって神

埼を語ることができ、神埼を訪れた方が住みたい、また来

たいと思っていただくことのできるまちづくりを進めるこ

とです。

　課題としては、第１に市内に多数所在する多様な歴史文

化遺産を誰でもが見学・散策ができ、神埼の歴史を学び体

験できるよう整備を進めることです。そのために、神埼の

歴史文化の柱を作り、神埼の歴史物語のテーマに沿って選

択し、歴史的事実、調査研究成果に基づく検証を行なった

うえでの整備が望まれます。

　第２に、我国近代西洋医学の先駆者で神埼出身の伊東玄

朴の顕彰と「伊東玄朴記念館」の整備、また神埼の歴史資

料と情報を一堂に保管、公開し、歴史が学べるまち神埼の

拠点であり知の拠点と位置付ける「神埼情報館」の整備です。

と考えています。

　この他「ふるさと納税の推進」や「行政改革の推進」なども実

施しています。

　今後も、住民の皆さまとの連携や協力により将来を見据えた、

地域の活性化に向けた実効性のある施策を積極的に展開していき

ます。　（元気かんざき市民交流祭）

▲市のホームページ上のデジタルミュージアムバナー
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　総務課では、主に別枠に示すよう
な業務に取り組んでいます。市民
サービスの提供にあたる市職員のサ
ポート役として、人事管理、給与、
福利厚生、人材育成、健康管理など、
間接的な市民サービスに取り組んでいる点が総務課
の特徴と言えます。
　総務課では、選挙管理委員会も兼任しています。
今回、公職選挙法の改正により、選挙権年齢が70年
ぶりに見直され、満18歳以上に引き下げられました。
　選挙権年齢を引き下げることにより、若者の意見
や考えを政治に届きやすくすることで、若者の政治
的な影響力が高まることが期待されています。市で
は、広報活動を通して周知を図り、投票率アップに
繋げていきます。
　今後も、市民の方のご意見、ご要望等を傾聴しな
がら、サービスの向上と開かれた市政を目指し、積
極的に情報発信を行っていきたいと考えています。

　防災危機管理課では、市民の方々の安全安心のため、主に「交
通安全」「消防」「防災」「防犯」に関することに取り組んでいます。
　「交通安全」については、交通事故防止のため、神埼警察署、
交通安全協会、交通指導員会と協力しながら危険箇所の点検整
備、街頭キャンペーン、街頭指導などを行っています。
　「消防」については、火災による被害を軽減するため、消防
団活動に必要な車両などの資機材や装備品の充実を図り、訓練
や火災予防運動を行っています。また、消防団員確保のための
対策事業にも取り組んでいます。
　「防災」については、防災情報を迅速に発信し、市民の方が
自発的に災害から回避できるよう「防災ハザードマップ」の策
定、「防災行政無線」の整備、「河川カメラ」など各種情報ネッ
トワークの構築、関係機関との「災害応援協定の締結」、春と
秋の「防災訓練」の実施などに取り組んでいます。
　「防犯」については、犯罪被害に遭わず安心して暮らせる社
会の実現のため地区からの防犯灯設置に対する要望受付や神埼
警察署、防犯協会、関係機関と協力し防犯チラシ配布などを行っ
ています。
　これからも市民の皆さまとの連携を図り、安全で安心なまち
づくりを目指し、災害に強いまちづくりに努めます。

 

総務課
☎37-0100、37-0088

 

防災危機管理課
☎37-0104

 　《防災危機管理課の
新たな取り組み》　

・犯罪被害者支援の施策
　犯罪被害者等基本法に沿った施策に取

り組んでいきます。
・空き家対策
　空家等対策の推進に

関する特別措置法に
沿った検討を行い、
市内における空家
問題に取り組んで

いきます。

 《総務課の業務》
・広報公聴
　市報かんざきの発行、市ホームページの運用、
夜の市長室、地区担当職員の配置
・人事管理、人材育成
　職員の適性や能力を活かした人事配置に努め
る一方で、業務や職員研修等を通して職員の能
力向上を図りながら、質の高い市民サービスの
提供に努めています。

・情報公開
　　市民の市政に関する知る権利を保障し、公正で

開かれた市政の実現を目指しています。

▲ニューフェイス
　峯脇高平
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「住民総合健診」　　～７月から順次スタートします～
◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

✿健診会場・日程
会　場 日　程 受 付 時 間

神埼市中央公民館
７月６日（水）、７日（木）、８日（金）
　  22日（金）、24日（日）、25日（月）、26日（火）

８：30 ～ 10：30脊振勤労者体育館 ８月19日（金）、20日（土）

千代田町保健センター
９月15日（木）、16日（金）
　  25日（日）、26日（月）、27日（火）、28日（水）

※７月24日（日）、８月20日（土）、９月25日（日）は、「歯とお口の健診」実施日です。

✿実施する健診（検診）・対象者・自己負担額

項　目
対　象　者

（年齢判定基準：Ｈ29. ３.31）
検査内容 自己負担

健
康
診
査

特定健診

40歳～受診当日74歳
神埼市国民健康保険加入の方

身体計測・血圧測定・血液検査
尿検査・診察・心電図検査

1,000円

生活保護世帯に属する方
身体計測・血圧測定・血液検査

尿検査・診察

無料
後期高齢者健診 後期高齢者医療保険加入の方

若年健診 20 ～ 39歳の方 400円

が
ん
検
診
・
そ
の
他

肺がん・結核検診
40歳以上

胸部レントゲン撮影
※結核検診は65歳以上に追加されま

す。また、問診により喀痰検査（500
円）を追加できます。

500円大腸がん検診 便潜血検査２日法

胃がん検診
40歳以上

※75歳以上の方は、同意書が必
要となります。

バリウムによるレントゲン撮影

前立腺がん検診 50歳以上の男性 採血によるＰＳＡ検査

肝炎ウイルス検査
20歳以上

（過去に受診歴がない方）
採血によるＢ型肝炎ウイルス抗原
Ｃ型肝炎ウイルス抗体検査

無料
歯とお口の健診 20歳以上

歯科医師による診察
歯科衛生士による指導

※健康診査でその他の健康保険に加入の方（40歳以上）は、各保険者にお問い合わせください。

✿自己負担金免除の対象について（年齢判定基準：Ｈ29. ３.31）
・40歳の方：肺がん・胃がん・大腸がん・乳がん・子宮頸がん検診が無料になります。（手続き不要）
・41歳の方：大腸がん検診が無料になります。（手続き不要）
・41歳の女性：乳がん検診が無料になります。「乳がん検診無料クーポン券」を郵送します。
・21歳の女性：子宮頸がん検診が無料になります。「子宮頸がん検診無料クーポン券」を郵送します。
※上記対象者へは別途通知を行います。
・生活保護世帯に属する方
　健康診査・各種がん検診が無料になります。
※健診会場の料金、受付で「生活保護証明書」を提出してください。
・市民税非課税世帯に属する方
　若年健診・各種がん検診が無料になります。
※印鑑をご持参の上、健診会場の料金、受付で
　申請してください。
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　保
健
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

最
近
、
健
診
は
受
け
ま
し
た
か
？
健
診
の
結

果
に
は
何
気
な
く
繰
り
返
し
て
き
た
生
活
習
慣

の
結
果
が
現
れ
ま
す
。

　

結
果
表
の
数
値
の
意
味
や
、
生
活
習
慣
と
の

関
連
を
お
伝
え
し
な
が
ら
自
分
の
健
診
結
果
と

生
活
習
慣
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の

か
、
身
体
の
中
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
が
説
明
し
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
個
別
の
保
健
栄
養
相
談
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
健
診
結
果
を
持
っ
て
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
ご
希
望
の
日
程
を
予
約
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
待
ち
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
は

無
料
で
す
。電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

７
月
４
日
（
月
）

　

①
午
前
９
時
～
９
時
30
分

　

②
午
前
９
時
40
分
～
10
時
10
分

　

③
午
前
10
時
20
分
～
10
時
50
分

※
①
～
③
ま
で
の
都
合
の
よ
い
時
間
帯
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
場
所　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

「働きざかり健診」を実施します
20歳～ 61歳を
対象！要予約！

　20歳～ 61歳までの働きざかりの方を
対象にした健診で、夜間や土曜日に実施
します。予約制で待ち時間が少なく、ス
ピーディに受けることができます！
※７月８日（金）は、胃がん検診は行い

ません。

✿実施する健診（検診）
　若年健診、特定健診、肺がん検診、胃がん検診、

大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウイル
ス検査

※自己負担金・検査内容は住民総合健診と同じ
です。

＜受診票の発送について＞
★神埼市国保特定健診・後期高齢者健診
　対象者には５月に受診票を発送しています。
★若年健診・がん検診（乳がん検診、子宮頸が

ん検診、骨粗しょう検診を除く）
　過去３年以内に市の健診で受診した項目の受

診票が届きます。（６月初旬に発送予定）
※初めて受ける方や４年以上受けていない方

は、受診当日に直接会場までお越しください。
事前に受診票をお渡しすることもできますの
で、お問い合わせください。

✿予約期間・方法
○予約期間　６月13日（月）～ 24日（金）
　　　　　　平日の８：30 ～ 17：15
※希望の日程と健診、時間帯をお伝えください。
○予約方法　神埼町保健センター窓口または電話
　　　　　　☎51-1234

＜子宮頸がん検診、乳がん検診
骨粗しょう症検診は別日に実施＞

　女性特有の子宮頸がん検診、乳がん検診、骨粗しょ
う症検診は、レディース検診として、11月から12
月に実施を予定しています。
　レディース検診の詳細については、９月に全戸配
布予定です。

＜住民総合健診の日程では都合のつかな
い方、子宮頸がん検診・乳がん検診も同
日に受けたい方は「毎日健診」を！＞
　会場が佐賀市にはなりますが、佐賀県医師会成人
病予防センターでは、住民総合健診・レディース検
診と同じ料金で、平日は毎日、健診を実施しています。
　毎日健診は予約が必要です。成人病予防センター

（☎31-8835）までご連絡ください。
（注）同一年度内に同じ健診（検診）項目を２回受け

ることはできません。

　各種健診（検診）の詳細については、４月
に全戸配布している「＜平成28年度版＞神
埼市健康診査・がん検診のご案内」もしくは、
市ホームページをご覧ください。

✿健診会場・日程

会　場 日　程 受 付 時 間

千代田町
保健センター

７月８日（金）
①18：00 ～ 18：45
②19：00 ～ 19：45

７月９日（土）
① ８：30 ～  ９：10
② ９：20 ～ 10：00
③10：10 ～ 11：00
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神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

◆超初心者の方に最適！継続は力なり！ゆっくり・しっかり・楽しく♪
　月額 12,000円（税別・週1回×4）、テキスト&オリジナル問題使用
　回覧、表・イラスト写真入り文書、会計報告等が作れるようになります

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）
入会金無料0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

随　時
入会可

１レッスン２時間 開始時刻：9：30、13：00 15：10

有
料
広
告

有
料
広
告

神埼市国民健康保険情報

特定健診・日帰り人間ドックのお知らせ
◎問い合わせ　市民課　国保医療係　☎37-0115

　神埼市国民健康保険では、40歳から74歳の方を
対象に特定健診・日帰り人間ドックを実施していま
す。特定健診は、生活習慣病の要因であるメタボリッ
クシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目し、糖尿
病、高血圧症、脂質異常症、腎臓病、肝臓病など様々
な生活習慣病リスクを見つけるための健診です。生
活習慣病の発症や重症化を予防するためにも、特定
健診または日帰り人間ドックを受診しましょう。

　日帰り人間ドックには特定健診の内容が含ま

れています。同一年度内の受診は、特定健診（個

別健診・集団健診・毎日健診）、

または日帰り人間ドックのい

ずれか１つを選択して受診し

てください。

★神埼市国保特定健診★
◆対象者
　40歳から74歳の神埼市国民健康保険加入の方
※平成29年３月31日までに40歳になられる方

は、39歳でも受けられます。
◆内容
○基本的な健診
　問診、身体計測（身長・体重・腹囲）、血圧測定、
血液検査（血中脂質・肝機能・血糖・腎機能）、尿
検査、心電図検査（※１）、内科診察
○詳細な健診項目（医師が必要と判断した方のみ）
　貧血検査・眼底検査、心電図検査
◆料金　1,000円（約7,300円の検査内容）
◆受診方法
＜個別健診＞
○実施場所　特定健診実施医療機関〈右記参照〉
※県内の特定健診登録医療機関で受診できます。
　（医療機関へ予約をしてください）
○実施期間
　平成28年４月１日～平成29年３月31日
＜集団健診＞10Ｐをご参照ください。
＜毎日健診＞
○実施場所　佐賀県医師会成人病予防センター
○実施期間
　平成28年４月１日～平成29年３月31日
※成人病予防センターへ予約をしてください。
　（☎31-8835）

◆受診に必要なもの
・神埼市国民健康保険証（受診券番号が記載）
・健康診査受診票
・受診費用（1,000円）

（※１）心電図検査を追加しました！
　市では、心臓病や心原性脳塞栓症（心房細動など
の心臓病を原因とする脳梗塞）の早期発見・早期治
療を目的に、詳細健診対象者以外の方も心電図検査
を取り入れました。
　住民総合健診と毎日健診、神埼市郡医師会特定健
診等登録医療機関（下記）で受けることができます。

特定健診等実施医療機関リスト
神埼市

おおつぼ内科 ☎52-3130 福嶋内科医院 ☎44-2141
神埼クリニック ☎53-1818 南医院 ☎44-2777
神埼市国保脊振診療所 ☎59-2321 和田医院（神埼町） ☎52-2021

神埼病院 ☎52-3145 和田医院（千代田町） ☎44-2046
栗並医院 ☎52-2977 吉野ヶ里町
古賀内科 ☎44-2311 小森医院 ☎52-1136

しらいし内科 ☎52-3848 最所医院 ☎52-2452
中尾胃腸科医院 ☎52-3295 西谷クリニック ☎52-3139

中下医院 ☎44-2488 ひらまつふれあいクリニック ☎51-1110
橋本病院 ☎52-2022 松本医院 ☎52-4185
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★神埼市国保日帰り人間ドック★
　神埼市国保が助成する人間ドックには、特定健診
の項目に腹部超音波検査、胃部検査・胸部Ｘ線検査・
大腸がん検査等が追加されたものです。いつもより
詳しい検査をご希望される方にオススメです。
◆対象者
　神埼市国民健康保険に加入されている方で、次の
全てに該当する方
①平成28年４月１日現在、40歳以上で検査日に75

歳未満の方
②国民健康保険税を完納している方
③今年度、市が実施する特定健診を受けていない方
◆検査場所
　佐賀県医師会成人病予防センター（佐賀市）

◆定員　113人（先着順）
◆申込期間　６月20日（月）から
※定員になり次第締め切ります。
◆実施期間
　平成28年７月１日～平成29年３月31日の平日
　（土・日・祝日、お盆、年末年始を除く）
◆検査料金　11,720円（個人負担金）
※検査日当日にお支払いください。婦人健診・その他

健診は別途料金が必要です。
◆内容　下記をご覧ください。
※胃部検査については、胃透視と胃カメラから選択で

きます。
◆検査時間　８：30 ～ 15：00
　（受付時間　８：00 ～８：30）

 受診までの流れ

①市民課国保医療係で申請手続きを行う。
　健康保険証・印鑑をご持参の上、申請してくだ
さい。電話予約もできますが、必ず申請をお願い
します。
②市役所から承認決定通知が届く。
③成人病予防センターに予約をする。
　☎33-1434（電話受付　10：00 ～ 16：30）
④予約日に成人病予防センターで受診する。
⑤成人病予防センターから結果をもらう。
⑥結果に基づき、生活習慣病の改善の必要性に合
わせた保健指導（特定保健指導）を行います。

　
　
妊
婦
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
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母
子
保
健
係

　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

市
で
は
、
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し
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科
健
診
を
実
施
し
て

い
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す
。

　

妊
娠
中
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、
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り
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女

性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
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む
し
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や
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周
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す
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低
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産
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。

　

ま
た
、
生
ま
れ
た
お
子
さ

ん
に
む
し
歯
菌
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う
つ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
健
康
と
安
全
な

出
産
、
生
ま
れ
て
く
る
お
子

さ
ん
の
た
め
に
、
む
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や
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病
の
早
期
発
見
・
治
療

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者

　

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ

れ
た
妊
婦

○
持
参
す
る
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
、
神
埼
市

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
受
診

券
、
健
康
保
険
証

○
受
診
期
間

　

出
産
日
前
日
ま
で

○
受
診
医
療
機
関

　

左
記
参
照
（
要
予
約
）

委 託 医 療 機 関

古賀歯科医院
☎52-1647

福島デンタルクリニック
☎52-2268

こばやし歯科医院
☎55-6030

船津歯科医院
☎52-1391

しばた歯科医院
☎55-9118

江頭歯科医院
☎44-5523

泉福歯科医院
☎52-2839

大櫛歯科矯正歯科医院
☎44-5475

なかはら歯科医院
☎53-1849

中村歯科医院
☎44-2992

永原歯科医院
☎52-2970

中山歯科医院
☎44-4147

神埼市国民健康保険脊振診療所
☎59-2321

※成人病予防センターでは、神埼市以外の人間ドック
等も実施されています。希望日に予約が取れないこと
も想定されますので、早めのご予約をおすすめします。

人間ドック検査項目一覧表
項目 検査内容
診察

総合指導
身体計測 身長、体重、標準体重、肥満度、腹囲測定
視力測定 （左・右）
血圧測定 座位、臥位
聴力検査 オージオメーターによる聴力検査

胸部Ｘ線検査 直接撮影
呼吸機能検査 肺活量、１秒率、呼吸流量（25％、50％）
心電図検査 標準12誘導
胃部検査 透視（直接撮影）もしくは胃カメラ

腹部超音波検査 肝臓、胆のう、すい臓、腎臓、脾臓
眼底測定 精密眼底カメラ（左右）
眼圧検査

尿検査 反応、蛋白定性、糖定性、ウロビリノーゲン、
潜血反応、尿沈渣

検便 潜血反応２回法（免疫学的方法）

血液検査 白血球数、赤血球数、血色素量、ヘマトクリッ
ト値、血小板数、血液像

血液型 ＡＢＯ式、ＲＨ式（初回のみ）

生化学検査

総ビリルビン､ 直接ビリルビン､ 間接ビリルビ
ン､ 総蛋白､ アルブミン、A/G比､ GOT､ GPT､ AL-
P､ LDH､ γ-GTP､ Ch-E､ 中性脂肪､ 血清アミラー
ゼ､ HDL-コレステロール､ LDL-コレステロール､
総コレステロール､ TTT､ ZTT､ 尿素窒素､ クレア
チニン､ 尿酸､ ナトリウム､ カリウム､ クロール､
カルシウム､ 無機リン､ 血糖（空腹時）､ HbA1ｃ

免疫血清検査 ＣＲＰ、リウマチ因子
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各課からのお知らせ

医療保険制度改正のポイント
～国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の方へ～

　平成28年４月から医療保険制度が改正になりましたので、改正ポイントをお知らせします。
◎問い合わせ　市民課　国保医療係・後期高齢年金係　☎37-0115

平成28年４月１日から改正

◆入院時食事代の自己負担額の引き上げ
　所得区分「一般」の方について、入院時の食事代の
自己負担額が260円（１食）から360円（１食）に引
き上げられました。（★１）
　食材費相当額に加えて、新たに調理費相当額を負担
することにより、入院および食事療養費のない「在宅
療養」との公平性を図ります。

◆「患者申出療養制度」の創設　
　保険適用外の治療を併用すると、本来なら保険が適
用される診療費や入院費も全額自己負担することに
なっていますが、一部先進医療等に関しては、例外的
に保険診療との併用が認められている「保険外併用療
養費制度」があります。今回、保険外併用療養費制度
の一つとして「患者申出療養制度」が創設されました。
これは、患者さんが希望すれば、安全性・有効性が認
められた上で、先進的な医療や未承認の新薬など（将
来的に保険適用を目指すものに限る）を保険診療とあ
わせて使用できるようになるものです。
　新たな制度の狙いは、患者が望む先進的な医療や新
薬をいち早く利用できるようにすることです。これに
より、国内では承認されていない抗がん剤などを保険
診療とあわせて使用できるようになりました。

◆紹介状なしで「大病院」を受診する際の定額負担の義務化
　大病院を紹介状なしで受診した場合、初診料とは別
に追加で5,000円以上の定額負担が徴収されることに
なりました。また、他の医療機関への紹介の申し出が
行われたにもかかわらず、大病院を再診した場合には
2,500円以上の定額負担を徴収されます。

《対象となる「大病院」とは？》
　高度な医療を提供する「特定機能病院」と500床以上の「地域医療支援病院」となります。

　これは、大病院に軽症患者が押し寄せることを抑制
し、大病院が重症患者への適切な医療や高度な治療に
専念できるよう医療機関の役割分担を進めるためのも
のです。
※ただし、重傷で救急搬送された場合などは対象外。

（★１）平成30年４月には、460円
（１食）に引き上げられる予定です。
・低所得者や難病、小児慢性特定

疾病患者および平成28年４月１
日時点ですでに１年を超えて精神病床に入院してい
る患者については据え置かれます。

区分
平成28年３月までの

負担額（１食）
平成28年４月以降の

負担額（１食）
平成30年４月からの
負担額（１食）［予定］

一般 ２６０円 ３６０円 ４６０円
低所得Ⅱ

（住民税非課税）
２１０円（据え置き）

低所得Ⅰ
（住民税非課税で一定所得以下）

１００円（据え置き）

《患者申出療養制度の特徴》
　従来の先進的な医療は、医療
機関の申請により行われてき
ましたが、「患者申出療養制度」
では、患者自身の申し出が起点
となります。

従来の先進的な医療 患者申出療養制度

申請者 医療機関
患者本人

（かかりつけ医などに　
　　相談して申請）

審査期間 ３～６ヵ月

［前例のない医療の場合］
原則６週間

［前例のある医療の場合］
原則２週間

【定額負担が徴収されるのは、紹介状なし受診をしたときです】

中小病院、診療所 患者 大病院紹介状をもらって外来受診

紹介状なしで外来受診
定額負担を徴収（義務化）

（定額負担なし）
外来受診



15 市報かんざき 2016. ６月号

司法書士　すえなが総合事務所

その他気軽にご相談下さい（相談室あります）

火曜日は午後８時まで営業しています　末永博義

時間外についても、電話予約可
（サピエより南に１００ｍ）

営業時間：午前８時～午後６時　☎５２-２０７９

相続・売買・贈与・成年後見
多重債務・会社設立変更

　
　日
常
生
活
を
快
適
に

～
神
埼
市
日
常
生
活
用
具
給
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事
業
～

◎
問
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課  

障
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福
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係

�
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‐
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１
１
１

◆
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常
生
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目
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加
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ま
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。

　

障
が
い
児
（
者
）
の
方
の
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常

生
活
を
よ
り
便
利
に
し
て
い
く
た

め
、
各
種
日
常
生
活
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具
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給
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

購
入
さ
れ
る
場

合
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

種目 人工内耳用電池

対象者
人工内耳埋め込み手術を受けている
聴覚障がい者

性能
人工内耳に使用する電池で対象者が
簡単に使用できるもの。

基準単価 月額2,500円
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民
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税
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介
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税
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護
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年

７
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日
と
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。
７
月
中
旬
に
要
支
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・
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広
域
連
合
よ
り
郵
送
し

ま
す
。
更
新
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方

は
、
新
し
い
負
担
割
合
証
を
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
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護
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お
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ち
の
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証
（
ピ

ン
ク
色
）
は
、
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７
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７
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１
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）
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７
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郵
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ま
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。

１国民健康保険税の課税限度額の見直し
改正前 改正後 備　考

医療分 52万円 54万円 ２万円引き上げ
後期高齢者支援分 17万円 19万円 ２万円引き上げ

介護納付金分 16万円 16万円 据え置き
計 85万円 89万円

２国民健康保険税の軽減判定所得基準額の見直しによる軽減対象者の拡充
【改正前】

区分 前年の世帯の総所得金額等の合計額
７割軽減 33万円以下
５割軽減 基礎控除額33万円

＋26.0万円×（被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下
２割軽減 基礎控除額33万円

＋47万円×（被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下
【改正後】

区分 前年の世帯の総所得金額等の合計額
７割軽減 33万円以下　　　（据え置き）
５割軽減 基礎控除額33万円

＋26.5万円×（被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下
２割軽減 基礎控除額33万円

＋48万円×（被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下
※特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢に移行し継続して同一の世帯に属する方です。

有
料
広
告
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各課からのお知らせ

65歳以上の公的年金受給者で、
　　　市県民税を納税されている方へのお知らせ

引
き
落
と
さ
れ
る
金
額

《特別徴収税額の算定方法の見直し》

現
行

改
正
後

仮徴収額（４・６・８月）＝前年度分の本徴収額÷３

本徴収額（10・12・２月）＝（年税額－仮徴収額）÷３

仮徴収額（４・６・８月）＝（前年度分の年税額×１/２）÷３

本徴収額（10・12・２月）＝（年税額－仮徴収額）÷３

特別徴収税額の決定通知書

◎問い合わせ　税務課　市民税係　☎37-0114

公的年金から市県民税が引き落とされます＜特別徴収制度＞

特別徴収税額の算定方法が平成28年10月から改正されます

　65歳以上の公的年金を受給されている方で、市県民税
を納税する義務のある方は、公的年金から市県民税が引き
落とされます。（特別徴収制度）
　対象となるのは、４月１日において公的年金を受給して
いる65歳以上の方で、前年中の年金所得に対して市県民
税が課税される方です。

◆対象者
　65歳以上の公的年金受給者のうち、市県民税の納税義
務のある方

◆次の方は対象となりません
・老齢基礎年金等の年額が18万円未満の方
・介護保険料が年金から引き落とし（特別徴収）さ

れていない方
・引き落とし（特別徴収）される市県民税額が老齢

基礎年金の額を超える方
※対象となる方には、毎年６月に市から送付する税

額決定通知書で、引き落とし（特別徴収）される
税額等をお知らせします。

　新たな税負担が生じるものではありません。市県民
税の公的年金からの引き落とし（特別徴収）へのご理
解をお願いします。

 

　税制改正により公的年金から徴収する個人住民税の平準化を図るため、特別徴収税額の算定方法が改正されます。
（平成28年10月以後に実施する特別徴収から適用）
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　介
護
予
防
・
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

　
「
若
返
り
い
き
い
き
教
室
」　

参
加
者
募
集

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係
（
お
た
っ
し
ゃ
本
舗
神
埼
）　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　

い
つ
ま
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
若
々
し
く
毎
日
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
「
若
返
り
い
き
い
き
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
教
室

で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
習
慣

を
身
に
つ
け
、
栄
養
や
口
腔
ケ
ア

な
ど
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
学

び
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
教
室
で
習
得
し

た
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
知
識

を
、
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
活
か
し
ま

し
ょ
う
。

　

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
と
同
日
に
、

市
内
の
３
会
場
で
全
６
回
開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
内
容　

　

介
護
予
防
に
関
す
る
運
動
・
栄
養
・

口
腔
ケ
ア
な
ど

○
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
方
で
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方

②
そ
の
他
介
護
予
防
に
関
心
が
あ
る

方

※
各
会
場
20
人
程
度
（
先
着
順
）

○
申
込
締
切
日　

６
月
30
日（
木
）

○
参
加
費

　

運
動
（
１
回
）
２
０
０
円
と
教

室
内
容
に
よ
り
、
材
料
費
１
０
０

円
程
度
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

期　　日
内　容 講　師

神埼会場 千代田会場 脊振会場

７/28（木） ７/26（火） ７/25（月）健康講話 医師

８/25（木） ８/30（火） ８/ ８（月）
食事のバラン
スとれてます
か？

栄養士

９/29（木） ９/27（火） ９/12（月）
介護支援ボラ
ンティア活動
について

（公財）佐賀
県長寿社会
振興財団

10/27（木）10/25（火）10/17（月）歯の健康 歯科医師

11/17（木）11/22（火）11/14（月）
食 事 の 食 べ
方、簡単調理

栄養士

12/ ８（木）12/13（火）12/12（月）お口元気に 歯科衛生士

　
　
　

　
　
　 国

民
年
金
の
加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

教
育
委
員
会
委
員
の
紹
介

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

人
事
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

　

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入

さ
れ
て
い
た
方
が
60
歳
未
満
で
退

職
さ
れ
た
場
合
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

配
偶
者
（
※
60
歳
未
満
の
方
）
に

つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

再
就
職
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
未
加
入
の
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
手
続
き
窓
口

・
佐
賀
年
金
事
務
所　

・
市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係

・
各
支
所
総
合
窓
口
課

　

５
月
10
日
付
け
で
、
教
育
委
員

会
委
員
に
古
川

子
氏
（
再
任
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
で
す
。

　

神
埼
市
の
教
育
の
推
進
の
た

め
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
は

　

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

離
職
後
、
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
別
途
申
請
を
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免

除
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
失
業
を
理
由
と
し

て
免
除
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、

審
査
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
に
未
納
期
間
が
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、
申
請
時
点
の

２
年
１
ヶ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
連
帯
納
付
義
務
者
で
あ
る
配
偶

者
ま
た
は
世
帯
主
の
方
に
一
定

以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

古川 　子 氏
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新農業委員・農地利用最適化推進委員が決定
～今年度から農業委員会が変わりました～

◎問い合わせ　農業委員会　農政農地係　☎37-0108

　農業委員は、平成28年度から従来の公職選挙法から
市長が議会の同意を得て任命する方式になりました。
また、新たに担当区域ごとに活動する農地利用最適化
推進委員が設置されています。任期は平成31年３月
31日までです。
　農業委員は、農地の権利移動の許可、農地利用集積
計画の決定、農地転用許可にあたって具申すべき意見
の決定などを委員会で審議し、最終的に合議体として
決定することや推進委員と連携して現場活動を行います。

　農地最適化推進委員は、担当区域における担い手へ
の農地利用の集積・集約化、遊休農地（荒廃農地）の
発生防止・解消等の現場活動を行い、必要に応じて委
員会に出席して意見を述べます。
　農業全体についての相談をお受けしますので、悩み
事などがありましたら関係の農業委員や推進委員にご
相談ください。（敬称略）

【 役 員 紹 介 】
◆会長　　森　義博
◆副会長　筒井 信秀、服巻 玉美

【農業委員（13人）の紹介】

【農地利用最適化推進委員（20人）の紹介】

森　義博
（神埼）

増田 秀彰
（神埼・枝ヶ里・田道ヶ里）

横尾 泰博
（志波屋・的）

井手 忠夫
（下西・餘江）

福田 省二
（仁比山）

大田 一秀
（西郷）

手塚 龍昭
（鶴・城原）

樋口 光輝
（姉・黒井）

香月 涼子
（千代田中部）

牟田口 義之
（姉川）

黒田 友幸
（﨑村・用作）

牟田 重則
（鹿路）

福田　肇
（千代田東部）

筒井 信秀
（千代田西部）

金山　誠
（本堀・神納）

大坪 邦弘
（渡瀬・栁島）

西岡 弘人
（境原）

⻆田 良正
（千代田東部）

馬渡 次秋
（鹿路）

小川 和善
（尾崎）

古川 良治
（下板・詫田）

坂口 邦彦
（服巻）

黒田 和吉
（千代田中部）

服巻 玉美
（服巻）

馬場﨑 直行
（橫武・本告牟田）

諸富 幹治
（迎島）

真島 満
（広滝）

鶴　博行
（仁比山）

原　隆行
（西郷）

久保山 博基
（竹）

大島　巧
（嘉納・直鳥）

八谷 勝俊
（服巻）

本間 昭久
（広滝）

※（　　）内は
　担当地区を示
　しています。

各課からのお知らせ
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６
月
23
日
か
ら
29
日
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す

市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す　

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
支
援
事
業

６
月
５
日
は「
環
境
の
日
」

カ
ヌ
ー
教
室　

実
施
中

釣
り
糸
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

秘
書
広
報
係

　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

企
画
係

�

☎
３
７
‐
０
１
０
２

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

◎
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学

校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
性
別

に
関
わ
り
な
く
多
様
な
選
択
が
で

き
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
個
性
や

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
の
が

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
で
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
行
政

だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
「
男
ら
し
く
・
女
ら
し
く
」
で

は
な
く
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互

い
を
尊
重
し
、
役
割
と
責
任
を
分

か
ち
合
っ
て
こ
そ
、
お
互
い
の
個

性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
が

実
現
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
地
域
、

職
場
の
な
か
で
の
「
男
女
共
同
参

画
」に
つ
い
て
、考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

毎
年
６
月
は
、「
環
境
月
間
」

で
す
。
中
で
も
、６
月
５
日
（
日
）

「
環
境
の
日
」
は
、
日
本
の
提
案

に
よ
る
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
し

て
、
世
界
中
で
環
境
に
つ
い
て
考

え
る
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
と
景
観
の
恵
み
を

守
り
、
健
康
で
暮
ら
し
や
す
い
地

域
づ
く
り
に
、
ち
ょ
っ
と
役
立
つ

ひ
と
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
取
り
組
み
例

・
自
転
車
な
ど
の
エ
コ
通
勤

・
冷
房
よ
り
ク
ー
ル
ビ
ズ

・
き
ち
ん
と
し
た
ゴ
ミ
出
し
に
よ

る
リ
サ
イ
ク
ル

・
人
に
も
動
物
に
も
優
し
い
ペ
ッ

ト
の
適
正
飼
育

　

初
心
者
で
も
簡
単
に
、
そ
し
て

楽
し
く
カ
ヌ
ー
を
体
験
で
き
る
よ

う
に
、
専
門
の
指
導
者
に
よ
る
カ

ヌ
ー
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。

○
と
き

・
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
土
曜

日
・
日
曜
日
・
祝
日

　
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※
７
月
21
日
（
木
）
か
ら
８
月
31

日
（
水
）
ま
で
は
、
火
曜
日
を

除
き
、
毎
日
体
験
で
き
ま
す
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
臨
時
で
教

室
が
休
み
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。　

○
と
こ
ろ

　

神
埼
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
艇
庫

○
料
金
（
１
艇
あ
た
り
）

　

カ
ヌ
ー　

２
０
０
円

※
初
め
て
体
験
を

希
望
さ
れ
る
場

合
や
、
団
体
で

ご
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

河
川
で
釣
り
を
楽
し
ま
れ
た
後

は
、
釣
り
糸
を
そ
の
場
に
残
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
市
内
で

も
、
放
置
さ
れ
た
釣
り
糸
に
羽
や
足

を
絡
ま
せ
た
、
痛
ま
し
い
姿
の
野
鳥

を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

釣
り
糸
と
一
緒
に
釣
り
針
も
放

置
さ
れ
、
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
う
し
た
も
の
を
見
つ

け
た
場
合
も
同
じ
よ
う
に
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

小さなことか
らでも構いま
せん。一緒に
始めましょう。

【
第
２
次
募
集
】

　

本
事
業
は
、
市
民
の
主
体
的
な

参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
か
つ

公
益
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
団
体

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
支

援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

※
追
加
募
集
に
あ
た
り
、
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

○
募
集
要
件

　

平
成
28
年
６
月
20
日
以
降
の
事

業
開
始
で
、
平
成
29
年
３
月
末
ま

で
に
事
業
が
終
了
す
る
も
の
。

○
募
集
件
数

　

４
件
程
度
（
た
だ
し
予
算
内
）

○
応
募
締
切
日

　

６
月
15
日
（
水
）

○
応
募
方
法　

　

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
請
書
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

有
料
広
告

《神埼遺言センター》
　公正証書遺言と自筆証書遺言の作成をお手伝いし
ます。費用は千円以内からです。

【事務所】神埼市神埼町鶴3801-1（犬の目西溝）
　　　　 （元岡材木店・元岡ブロック事務所）

【電話番号】0952-52-2000（宮地）
【ファックス】0952-52-2005
あなたの事情にあう遺言作成のお手伝いをします。

平
成
28
年
度　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。

  

男
女
で
サ
ン
カ
ク
。

 

社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」
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　「
お
ゆ
ず
り
会
」

～
育
児
用
品
な
ど
を
募
集
し
ま
す
～

◎
問
い
合
わ
せ

　

神
埼
市
母
子
保
健
推
進
協
議

会
事
務
局
（
神
埼
町
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

ご
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た

子
ど
も
服
や
育
児
用
品
な
ど

眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

バ
ザ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
期
間　

　

６
月
９
日
（
木
）
～
15
日
（
水
）

※
土
・
日
曜
日
除
く

○
受
け
付
け
ら
れ
な
い
も
の

　

シ
ミ
・
汚
れ
の
あ
る
も
の
、
下

着
類
、
食
べ
物
、

ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど

○
持
込
の
注
意
点

・
哺
乳
瓶
、
搾
乳
器
な
ど
は
、

未
使
用
の
も
の

・
絵
本
は
、
月
刊
誌
や
雑
誌
以
外

の
も
の

◆
お
ゆ
ず
り
会
◆

　

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

６
月
17
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
場
所

　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　妊
産
婦
産
前
産
後
の
マ
マ
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　

市
で
は
、
体
調
不
良
で
家
事
や
育
児
を
行
う
こ
と
が
困

難
な
出
産
前
後
の
お
母
さ
ん
に
対
し
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
て
介
助
支
援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

出
産
前
後
の
お
母
さ
ん
の
不
安
を
少
し
で
も
和
ら
げ
、

妊
産
婦
の
健
康
を
守
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

　

市
内
在
住
の
妊
産
婦
の
方

※
た
だ
し
、
日
中
介
助
者
が
い
な
い
家
庭
に
限
り
ま
す
。

○
派
遣
期
間　

産
前
産
後
の
６
ヶ
月
未
満

○
利
用
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
１
回
の
利
用
時
間
は
２
時
間
）

○
支
援
内
容

・
家
事
に
関
す
る
こ
と

　

食
事
の
支
度
や
片
付
け
、
洗
濯
、
掃
除
、
買
い
物
な
ど

・
育
児
に
関
す
る
こ
と

　

粉
ミ
ル
ク
の
調
合
、
ほ
乳
瓶
洗
浄
、
お
む
つ
の
片
付
け
、

ベ
ビ
ー
バ
ス
の
準
備
、
育
児
環
境
の
整
備
な
ど

○
利
用
料
金
（
１
時
間
あ
た
り
）

・
４
０
０
円

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
２
０
０
円

○
申
請
窓
口

・
神
埼
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
１
‐
１
８
２
２

※
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
希
望
日
の
１
ヶ
月
程
度

前
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
支
援
は
、
市
が
神
埼
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
事
業

委
託
を
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

～
安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
を
～

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

☎
５
１
‐
４
０
０
８

　

昨
年
度
か
ら
学
校
給
食
へ
の
異
物
混
入

事
案
が
度
々
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
材
料
調
達
か
ら
給
食
が
で
き

る
ま
で
の
当
調
理
場
の
衛
生
管
理
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
調
理
は
、
文
部
科
学
省
が

定
め
た
「
衛
生
管
理
基
準
」
に
沿
っ
て
行

い
ま
す
。
食
材
は
、
必
ず
当
日
朝
納
品
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
受
け
取
り
作
業
を
検

収
と
呼
び
ま
す
が
、
検
収
時
は
納
品
さ
れ

る
食
材
の
温
度
、
産
地
、
数
量
を
確
認
し
、

記
録
に
残
し
ま
す
。

　

野
菜
と
生
も
の
（
精
肉
・
鮮
魚
等
）
は
、

搬
入
経
路
や
調
理
器
具
、
対
応
ス
タ
ッ
フ

に
至
る
ま
で
分
け
、
汚
染
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。
食
材
の
包
装
紙
や
段
ボ
ー
ル
な

ど
は
異
物
混
入
の
原
因
と
な
る
た
め
、
検

収
口
か
ら
中
に
は
持
ち
込
み
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
て
受
け
取
っ
た
食
材
は
、
根
菜

類
は
皮
を
む
き
、
葉
物
に
つ
い
て
は
芯
を

落
と
し
て
一
枚
一
枚
の
状
態
に
し
て
異
物

や
虫
の
付
着
が
な
い
か
目
視
を
行
い
ま

す
。
そ
の
後
、
３
回
別
々
の
シ
ン
ク
で
徹

底
的
に
洗
浄
し
、
裁
断
し
ま
す
。

　

ま
た
、
食
材
は
原
則
生
の
ま
ま
で
は
使

用
し
ま
せ
ん
。
冷
た
い
状
態
で
配
缶
す
る

献
立
の
食
材
も
一
度
加
熱
し
、
必
ず
温
度

が
90
℃
以
上
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
ま

す
。
こ
れ
は
多
く
の
菌
が
85
℃
以
上
で
１

分
間
加
熱
す
る
こ
と
で
死
滅
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
た
め
で
、
食
中
毒
の
予
防
で
す
。

な
お
、
加
熱
を
し
て
も
当
調
理
場
に
は
急

速
冷
却
器
と
い
う
設
備
が
あ
り
、
実
際
に

食
べ
る
と
き
に
は
一
度
茹
で
た
こ
と
に
気

づ
か
な
い
く
ら
い
冷
え
て
い
ま
す
。

　

果
物
は
洗
浄
後
、
Ｓ
Ｓ
Ｖ
と
い
う
酢
に

20
分
以
上
浸
け
た
も
の
を
再
度
真
水
で
洗

い
流
し
て
提
供
し
ま
す
。
調
味
料
は
、
一

旦
ボ
ー
ル
に
必
要
量
を
出
し
、
異
物
の
混

入
が
な
い
か
確
認
し
て
か
ら
使
用
し
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
服
装
も
配
慮
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
数
種
類
の
作
業
服
が
準
備
さ
れ
、

作
業
が
変
わ
る
度
に
必
ず
調
理
室
を
出

て
、
着
替
え
を
行
い
、
手
洗
い
等
を
徹
底

的
に
行
っ
て
か
ら
調
理
室
に
入
り
ま
す
。

　

ご
紹
介
し
た
作
業
は
工
程
の
一
部
で
す

が
、
慎
重
に
慎
重
を
重
ね
て
も
当
調
理
場

で
も
異
物
混
入
の
発
生
は
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
事
故
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
安

心
し
て
給
食
を
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
今

後
も
調
理
場
職
員
一
同
、
丁
寧
な
作
業
を

心
が
け
ま
す
。

　

調
理
場
は
、
随
時
試
食
や
見
学
が
可
能

で
す
。ご
希
望
が
あ
れ
ば
、今
回
ご
紹
介
し

た
よ
う
な
衛
生
管
理
の
説
明
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

各課からのお知らせ
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◎問い合わせ
　神埼市国民健康保険脊振診療所
　神埼市脊振町広滝462
　☎59-2321

所長の挨拶

診療時間等のご案内

スタッフ
　４月から赴任しました桜木徹と申します。
　佐賀市生まれ佐賀市育ち、平成３年に佐賀医
科大学を卒業しました。その後、24年間胸部
外科医として、おもに肺癌、気胸の手術に力を
注いできました。
　今回、脊振診療所赴任で、初めて地域医療に
携わることになりました。不慣れな面もありま
すが、患者さんの話をゆっくり聞くことを心掛

けて、心機一転頑張っていきた
いと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

　所長　　桜木　徹

医科

歯科

診療時間 月 火 水 木 金 土
午
前

８：30 ～
　12：00

〇 〇 〇 〇 〇 〇
12：30まで

午
後

13：30 ～
　17：45

〇 〇 〇 〇 〇 休診

※土曜日は代診です（佐賀大学病院）

　休診日：土曜午後・日・祭日
　　　　　　　　　　お盆・年末年始

診療時間 月 火 水 木 金 土
午
前

８：30 ～
　12：00

〇 〇 〇 〇 〇 休診

午
後

13：30 ～
　17：45

〇 〇 〇 〇 〇 休診

　※予約制
　　（受診を希望される方は
　　　　　　電話で予約をお願いします）

　休診日：土・日・祭日・お盆・年末年始

　脊振唯一の医療機関として、
地域の皆さまの健康維持・増進
を目的としており、スタッフ一
同皆さまのご来院をお待ちし
ております。

〈主な検査〉
　　　レントゲン ・ エコー ・ 心電図

　健康診断・特定健診・予防接種も
受け付けていますので、どうぞご相談ください。

月

　脊振診療所歯科では、一般歯科治療や口腔外
科治療を行っています。心臓疾患などで抗凝固
剤（ワーファリンなど）を内服されている方の
抜歯については、佐賀大学医学部歯科口腔外科
あるいは佐賀県医療センター好生館歯科口腔外
科を、歯並びなどの矯正治療についても矯正専
門の歯科医院を紹介しています。
　また、診療所まで来ることが難しい方につい
ては、訪問歯科診療を行ってい
ます。
　歯やお口のことでお困りの方
は、お気軽に脊振診療所歯科に
ご相談ください。

写真前列左から２番目桜木医師、同３番目中川歯科医師
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～６月の「野菜の日」～

◆９日（木）9：00 ～
　「くず饅頭」のおふるまい
　（先着50人）
◆18日（土）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着50人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
◎新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。　

吉野ヶ里遊・学・館は、
「そうめんセット（小鉢一品付）」、

果汁100％生ジュースを
始めました。皆さまのご来店を

お待ちしています。

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 18：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 18：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

高取山公園「わんぱく館」

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

６月８日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆６月の休館日　毎週火曜日

　公園も春のつつじ、藤が終わり、あ
じさいの季節を迎えます。あじさいの
見頃は、雨の降り方で変わりますが、
例年６月中旬以降となります。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

※新規会員（出店者）を募集しています。
◎申込・問い合わせ
　高取山公園　☎51-9020　
　詳しくは「高取山公園わんぱく館」
までお問い合わせください。

と  き ところ テーマ 講　師

６月16日（木） 神埼市中央公民館
昔ながらの自然療法

～お母さんの食と手当て～
佐賀自然に学ぶ会代表
　下田　純子さん

〈受付〉９：30～　〈講義〉10：00～11：30
※マイクロバスは、脊振支所前を午前９時、千代田支所を午前９時30分に出発です。
　ご利用の方は遅れないようにご集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課へ、教材費を添えてお申し込みください。講座日の会場
受付でも手続きできます。　【教材費：年間 1,000円】
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325（神埼市中央公民館）
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日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

6月5日 日 PIARAピアノグレード演奏会 13:30 市民・会員 
無料

PIARAピアノコンクール東京九州
山口事務局　☎31-2273

6月11日 土 PTNAピアノステップ 9:45 無料

PTNA佐賀葉隠ステーション
森　☎090-8762-9831
※開演時間変更の可能性あり。
　詳しくは、お問い合わせください。

6月18日 土 第40回PTNA・ピアノコンぺティション
地区予選

13:30 市民・会員 
無料

PTNA全日本ピアノ指導者協会
佐賀支部　☎31-22736月19日 日 9:30

6月26日 日 第12回夢クラブ・カラオケ発表会 9:30 無料 陣内真幸　☎0942-82-1992
※催物の内容等については、主催者へお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

○と　き　６月 11 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館　ロビー
○内　容　琉球三線
○出演者　「島想いの会」
○曲　目　♪安里屋ユンタ♪安波節
　　　　　♪十九の春♪永良部百合の花　ほか

◎問い合わせ　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

▲５月は「さが吹奏楽団」による演奏でした。

♬出演してくださる方を随時募集しています。お気軽にお問
　い合わせください。　♬入場無料

♪朝ドラのテーマ曲で知っている曲ばかりで良
　かった。
♪当時を思い出し、懐かしくなりました。

[ 出演者から一言 ]
　沖縄好きそして三線の音色に魅了されたメンバーが集結。
島唄ワールドに触れ、美ら海、美ら風を体感してお楽しみく
ださい。

県民カレッジ対象

りゅうきゅう さん しん

夜の市長室
どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定

と　き ところ

７月５日（火） 18：00 ～　
　　20：00 神埼市役所

※６月分は、５月31日に終了しました。
※当日は来庁順で受け付けを行います（１組30分程度）。
※お住まいの地区に関係なくお越しいただけます。

　５月分の千代田支所開催分には、６組７人が来庁さ
れました。

市内の名所を巡る
～神埼　幸せまち歩き　マップ～
　「櫛田の市」の開催やCSO活動の支援に取り
組まれているCSOかんざきでは、まちのあちこ
ちに散りばめられた幸せなものを見つけに、大
切なあの人や友だち、家族を連れて、神埼のま
ちをのんびりと歩きなが
ら神埼を感じてほしいと

「神埼幸せまち歩きマッ
プ」を作成されました。
　櫛田宮を中心に名所
を 巡 る ３ つ の デ ー ト
コースを提案。この
マップをきっかけに多
くの若者が神埼を訪れ
てくれることを期待
します。
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有
料
広
告

有
料
広
告

　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみませ
んか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、家読オススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先
神埼市立図書館

（中央公民館２階）

9：00 ～ 18：00

火曜日・祝日
６月14日（火）～ 19日（日）

神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階）

祝日・土・日曜日
６月17日（金）～ 20日（月）

社会教育課
☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階）

祝日・日曜日
６月20日（月）～ 21日（火）

脊振分館
☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

 

＊＊＊こども読書週間行事＊＊＊
「絵本でつなぐこころと心」

　４月23日から５月12日までは“子ども読書週間”でし
た。毎年恒例の子ども読書週間講演会を４月17日に開催
しました。講師は佐賀女子短期大学の白根恵子教授です。
　自身の子育ての経験を交えながら、幼児期の読書体験
や絵本のよみきかせがこどもの心を作り、情緒を安定さ
せると話されました。
　「手遊び」や「すばなし」「絵本の読み語り」を白根先
生と一緒に会場のみなさんも楽しみました。
　「おすすめの本」の紹介では、たくさんの子どもたちに
コメントを書いてもらい、中央公民館のロビーに展示し
ました。とても楽しい読書週間となりました。

★読み語りボランティア募集中
　～本が大好き！朗読に興味がある、

社会参加してみたい･･･ ～　
　現在、市内では９団体のおはなしボランティアグルー
プが活動されています。
　新しくグループを作ったり、現在あるグ
ループに参加されるなど、どんな方法でも大
丈夫です。興味がある方は、ぜひ神埼市立図
書館（☎53-2304）までお気軽にご連絡く
ださい。

◆特別休館のお知らせ
　蔵書点検のため、特別休館をします。ご迷惑を
おかけしますが、皆さまのご協力をお願いします。

・神埼市立図書館
　６月14日（火）～ 19日（日）
・千代田分館
　６月17日（金）～ 20日（月）
・脊振分館
　６月20日（月）～ 21日（火）
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児）
＊６月のママサロン＊と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

６月

2日（木） 全年齢児 作って遊ぼう

千代田町保健センター
9日（木） 0,1歳児 よちよちチャレンジ

16日（木）
全年齢児

かわいい手形
23日（木） おおきくなったかな

７月
7日（木）

全年齢児
七夕まつり

14日（木） お砂場で遊ぼう 脊振2000年館

と　き ところ
7日（火）

千代田町保健センター
14日（火）
21日（火）
28日（火）

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談、お
問い合わせください。
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44-4908

※いずれも10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

９日（木）…０，１歳児さん対象です。ママと
一緒に身体をたくさん動かして遊びます。動き
やすい服装で来てください。

23日（木）…ひだまりの会では隔月で身
長体重の測定をしています。後半は、す
くすく子育てトークタイムを希望のママ
で開催します。「毎日イヤイヤで困ってい
ます・・・」「こんな時みんなどうしてる
の？」など、一緒にお話しませんか？

14日（火）は、ママのスキルアッ
プ講座「虫歯ゼロ歯っぴー教室」
です。歯科衛生士の江口恵美先生
をお招きして行います。「乳幼児期
にどんなケアが大事？」「ブラッシ
ングはどうしたらいい？」など。
16人まで託児有り。10日（金）か
ら予約申込開始です。定員になり
次第締切ます。（託児は６ヶ月以上
からです）

お知らせ
ママサロンの参加年
齢が本年度より生後
２ヶ月以上に変わり
ました。

 

保育サポーターで子育てのお手伝いをしませんか？

　神埼市ファミリー・サポート・センターとは、
子育てのお手伝いをしてくださる方（提供会員）
と、子育ての手助けをして欲しい方（依頼会員）
との相互支援活動を行う会員組織です。

　誰もが気兼ねなく援助を頼めるように、地
域で安心して子育てが出来るように支援して
いただく、ファミリー・サポート・センター
事業の提供会員(保育サポーター )さんを募集
しています。 
　子育てを終えた方や子どもが好きで、子ど
もに関わる活動をしたいと思っている方な
ど、ふるってご参加ください。 

○実施日程
・７月６日（水）　（講義）
・７日（木）、12日（火）、19日（火）
　（講義・保育実習）　９：00 ～ 15：00
・22日（金）　（講義・調理実習）10：00 ～ 14：30
・25日（月）　（修了証書授与）　 ９：00 ～ 12：00
○場所　千代田町保健センター
〇申込締切日　７月４日（月）まで

保育サポーター養成講座　受講者受付中！

 
専門の講師による
充実したカリキュラム
になっています。

◎申込・問い合わせ　神埼市ファミリー・サポート・センター　☎44-4908
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熱中症にご注意を！ 食中毒が多い季節です
　真夏のイメージが強い熱中症ですが、湿度が高く
気温が上がり始める梅雨の時期から熱中症対策が必
要となります。昨年６月の全国の熱中症による救急
搬送人員数は、約3,000人でした。身体が暑さに慣
れていないこの時期からの対策が大切です。
＜熱中症の予防＞

　食中毒を引き起こす主な原因は、「細菌」と「ウ
イルス」です。細菌が原因となる食中毒は、夏場（６
月～８月）に多く発生しています。細菌の多く
は湿気を好むため、気温が高くなり始め、湿度
も高くなる梅雨時に食中毒が増え始めます。

＜食中毒予防の３原則＞
①菌などを食べ物に「つけない」
　手や食材、まな板、包丁などこまめに洗いま
しょう。
②食べ物に付着した細菌を「増やさない」
　保存する場合は冷ましてから冷蔵庫へ入れ、調
理したらすぐに食べる。
③食べ物や調理器具に付着した菌などを
　「やっつける」
　お肉は中心までしっかり加熱しましょう。

「歯周病に要注意！」
～６月４日から10日は、歯と口の健康週間です～

　歯周病は、中高年の歯を失う原因の半数を占めて
います。また、口腔内だけでなく、糖尿病や心臓病
などの全身疾患とも深く関わっていると言われてい
ます。
　歯周病の主な原因は、細菌の塊である「歯垢」で
す。歯垢は、毎日の歯磨き法や不規則な生活習慣な
どで増加します。さらに、歯周病は糖尿病や高血圧、
肺炎など全身の病気にも影響を及ぼすと言われてい
ます。
　歯周病を予防するには、歯の表面や歯と歯の間、
歯と歯肉の境など、かなり行き届いた歯磨きが必要
です。自分では十分に磨けていると思っていても、
実際には歯ブラシだけでは不十分な事がよくありま

す。
　そのため、かかりつけ歯科医をもち、歯科医師や
歯科衛生士による各個人に合った歯ブラシと補助的
な清掃用具（デンタルフロス・歯間ブラシ等）によ
る歯磨き指導を受けることをおす
すめします。
　歯は、健康な体を保つためにと
ても大切です。定期的な受診や日
ごろから適切な歯磨きを行い、大
切な歯を守りましょう。

◎問い合わせ
　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

♪健康コラム♪

★水分、塩分補給
　こまめな水分や塩分補給
　　　　　　　　　（特に、子どもや高齢者）

★体調に合わせて
　こまめな体温測定、通気性の良い吸湿、速乾の
衣類着用など

★室内環境
　扇風機やエアコンを使った温度調整、室温が上
がりにくい環境の確保（すだれ、換気等）

れていないこの時期からの対策が大切です。

と　き 内　　　容 ところ

６月７日（火）  　
10：30 ～ 14：30

ほっとサロン（ご都合のよい時間にどうぞ）
どなたでもお気軽にお越しください。時間のある方はおにぎり
持ってきて一緒に食べませんか。

神埼市中央公民館
１階和室

６月13日（月）  　
10：00 ～ 11：30

臨床心理士 池田先生と『悩みはんぶんこ』
子どものことなどでお悩みの方、どんな小さい事でもかまいま
せん。お話しませんか。（※秘密は守られます）

６月24日（金）  　
10：30 ～ 14：30

ほっとサロン
午前中は『生け花体験』を開催します。お一人でもお気軽にお
越しください。詳しくは「おむすび６月号」でお知らせします。

※どなたでも参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳細は「おむすび６月号」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。
◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2154

地域と家庭と学校の子育て応援団

おむすびチームからのお知らせ
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こども健康カレンダー（６月１日～７月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

６月

３日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30
神埼町保健センター

０歳～就学前
６日（月） あかちゃん広場（歯科相談あり） 13：15～13：30 １歳未満
13日（月） 乳幼児相談 ９：30～11：00 ０歳～就学前

14日（火） リトルわんぱくKID'S ９：30～10：00 脊振公民館 ０歳～就学前
ことばの相談（要予約） 13：30～16：30 神埼町保健センター １歳～就学前

17日（金） 1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 千代田町保健センター 平成 26年10月～ 11月生
フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満

22日（水） 3歳児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 神埼町保健センター 平成 24年９月～ 10月生
24日（金） 3～4か月児健診（神埼・脊振地区） 平成 28年２月～３月生
27日（月） 乳幼児相談  ９：30～11：00 千代田町保健センター ０歳～就学前

７月

１日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 ０歳～就学前
４日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30

神埼町保健センター

１歳未満
11日（月） 乳幼児相談  ９：30～11：00 ０歳～就学前
12日（火） ことばの相談(要予約) 13：30～16：30 １歳～就学前

15日（金） 1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成 26年11月～ 12月生
フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満

☆フッ化物塗布のご予約は、問い合わせ先までお願いし
ます。

　(1歳6か月児健診および3歳児健診では、希望者全員
に実施します)

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

６月５日

（日）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1

☎52－2977（内）

古賀内科
千代田町境原282－2

☎44－2311（内・小・胃）

６月12日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900

☎52－3717（整外）

和田医院
千代田町嘉納1319－18

☎44－2046（内・小）

６月19日

（日）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934－25

☎51－1430（整外）

中下医院
千代田町餘江128

☎44－2488（内）　

６月26日

（日）

くらとみ眼科医院
神埼町田道ヶ里2435－１

☎52－8841（眼）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396

☎53－1818（内・胃・呼）

７月３日

（日）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1

☎52－3295（外・整外・胃・内）

和田記念病院
神埼町尾崎3780

☎52－5521（内・胃・小）

７月10日

（日）

みつます耳鼻咽喉科
吉野ヶ里町吉田2906－1

☎53－8820（耳・アレ）

たけうち小児科医院
神埼町本堀2707-2

☎52－2524（小）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

かるがもランド

　赤ちゃんから就学前までのお子さまと保護者の皆

さん、マタニティーさん、お気軽にご参加ください。

ティータイムもあります♪

○とき　７月８日（金）

　10：15（開始）～お昼頃まで

○ところ　神埼町保健センター

○内容

　佐賀子ども劇場“あそび屋あんころもち”による「わ

らべうたあそび」

○参加費　無料　※予約不要

○主催　神埼市母子保健推進協議会

◎問い合わせ　

　健康増進課　母子保健係　☎51-1234

～親子で楽しむわらべうたあそび～
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書
類
選
考
・
面
接

○
受
付
期
間

　

６
月
１
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

申
・
問

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

　

〒
８
４
２
‐
８
５
０
２

　

千
代
田
町
直
鳥
１
６
６
番
地
１

　

申
込
書
は
、
６
月
１
日
（
水
）
か

ら
建
設
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

６
月
６
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
現
在
申
し
込
み
を
さ
れ
、
ま
だ

入
居
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て

も
、再
度
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

申

・
問

建
設
課　

建
設
管
理
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

○
業
務
内
容

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
業
務
。
対

象
者
へ
訪
問
調
査
を
行
い
、
調
査
票

（
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
）
を
作
成
。

○
募
集
人
員　

在
宅
職
員
２
人

○
雇
用
期
間

　

平
成
28
年
８
月
１
日
～

　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日

※
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
は
、
雇

用
期
間
を
毎
年
更
新

○
応
募
条
件

　

保
健
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、

介
護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
と

普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者
。
車

で
の
訪
問
が
可
能
で
、
パ
ソ
コ
ン
が

実
務
レ
ベ
ル
で
使
用
で
き
る
方
。

○
勤
務
形
態
（
社
会
保
険
な
し
）

　

通
常
は
在
宅
勤
務
。
た
だ
し
、
毎

月
１
回
程
度
、
研
修
や
事
務
連
絡
の

た
め
佐
賀
中
部
広
域
連
合
に
出
勤
。

※
採
用
さ
れ
た
場
合
は
、
採
用
日
か

ら
９
日
間
連
合
内
で
の
研
修
有
り

○
報
酬　
　

　

認
定
調
査
１
件　

５
，０
０
０
円

　

※
そ
の
他
手
当
な
し　

○
応
募
方
法　
　

　

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）、
職
務

経
歴
書
、
資
格
等
を
証
明
す
る
書
類

（
写
）
を
郵
送
ま
た
は
持
参
。

○
選
考
方
法　

　

面
接
・
文
書
作
成
試
験

※
面
接
日
時
等
は
後
日
連
絡

○
応
募
締
切
日　

　

７
月
４
日
（
月
）
必
着

申
・
問

佐
賀
中
部
広
域
連
合
認
定
審

査
課　

☎
４
０
‐
１
１
３
２

　

〒
８
４
０
‐
０
８
２
６

　

佐
賀
市
白
山
二
丁
目
１
番
12
号

○
と
き　

６
月
19
日
（
日
）
か
ら
９

月
25
日
（
日
）
の
毎
週
日
曜
日

※
１
日
５
時
間
を
目
安
に
13
日
間
程

度
○
と
こ
ろ　

佐
賀
商
工
ビ
ル

○
募
集
定
員　

10
人
程
度

○
費
用　

受
講
料
・
資
料
代　

無
料

○
応
募
資
格

　

次
の
①
～
③
の
全
て
を
満
た
す
方

①
県
内
在
住
で
消
費
者
問
題
に
つ
い

て
基
礎
か
ら
勉
強
し
た
い
方

②
消
費
生
活
専
門
相
談
員
（
国
家
資

格
）
資
格
取
得
を
希
望
す
る
方

③
県
内
で
消
費
生
活
相
談
員
と
し
て

活
動
す
る
意
欲
を
お
持
ち
の
方

○
申
込
締
切
　

　

６
月
７
日
（
火
）
正
午

申
・
問

（
特
非
）
消
費
生
活
相
談
員

の
会
さ
が　

☎
９
７
‐
７
４
２
３

○
日
時　

７
月
４
日
（
月
）
午
後

　
（
受
付　

12
時
30
分
～

　

 

開
始　

午
後
１
時
～
）

○
場
所　

佐
賀
県
総
合
保
健
会
館

○
定
員　

30
人
（
受
付
順
）

○
参
加
料　

一
人
３
０
０
円

○
申
込
期
限　

６
月
27
日
（
月
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
が
必
要
。

申
・
問

佐
賀
県
が
ん
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー　

　

☎
０
１
２
０
‐
２
４
６
‐
３
８
８

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
、ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
出
願
期
間

　

第
１
回
目
は
８
月
31
日
（
水
）、

第
２
回
は
９
月
20
日
（
火
）
ま
で
。

申

・
問

放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン

タ
ー　

☎
２
２
‐
３
３
０
８

○
と
き　

７
月
９
日
（
土
）

　

開
会
式　

午
前
９
時
～

※
雨
天
時　

７
月
11
日
（
月
）

○
と
こ
ろ

　

神
埼
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
対
象
者

　

市
内
居
住
の
20
歳
以
上
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
者

○
申
込
締
切
日　

６
月
20
日
（
月
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問

県
体
予
選
会
事
務
局
（
濵
野
）

　

☎
４
４
‐
３
３
３
３
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● 

相　

談 

●

訪

問

健

康

相

談

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

神

埼

歩

こ

う

会

気

功

愛

好

会

子
育
て
サ
ー
ク
ル　
　
　
　

　
　
　

＂
ひ
よ
こ
カ
フ
ェ
＂

第
22
回
長
崎
街
道　
　
　

　
　

か
ん
ざ
き
宿
場
ま
つ
り

全
国
一
斉「
子
ど
も
の　
　
　

　

人
権
１
１
０
番
」
強
化
月
間

　

マ
マ
だ
け
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

母
子
分
離
が
可
能
な
方
は
、
保
育
者

が
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
し
て
保
育

し
ま
す
。

○
と
き　

毎
週
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
参
加
費　

１
０
０
円

★
６
月
14
日
（
火
）
は
ア
ロ
マ
デ
ー

（
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
で
す
。

※
予
約
不
要
。（
時
間
内
は
、
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

問

大
立
寺
幼
稚
園
・
子
ど
も
の
家
保

育
園　

☎
４
４
‐
３
１
４
４

○
と
き

　

７
月
23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）

○
と
こ
ろ

　

櫛
田
宮
長
崎
街
道
一
円

問

長
崎
街
道
か
ん
ざ
き
宿
場
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局　

神
幸
館

　

☎
２
０
‐
２
５
１
０

　

参
加
希
望
の
方
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

例
会
に
参
加
さ
れ
る
か
お
電
話
く
だ

さ
い
。

○
と
き　

６
月
11
日
（
土
）

　

午
前
９
時
集
合

※
弁
当
持
参
、雨
天
時
は
原
則
中
止
。

○
集
合
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
行
き
先　

蓮
池
公
園
（
車
）

○
距
離　

約
10
㎞

○
会
費
（
一
般
参
加
者
）
２
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６

　

融
資
の
申
し
込
み
、
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

６
月
21
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

　

家
庭
で
の
よ
り
良
い
生
活
の
た
め
、

被
保
険
者
の
方
を
対
象
に
、
健
康
づ

く
り
、
医
療
機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

や
情
報
提
供
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
訪
問
健
康
指
導
事
業

（
訪
問
健
康
相
談
）
を
実
施
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
の
う
ち
、
医
療
機
関
を
受
診
さ

れ
て
い
る
方
の
中
か
ら
任
意
で
選
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
対
象
と
な
る

方
に
は
広
域
連
合
か
ら
個
別
に
事
業

の
ご
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

身
体
の
不
調
や
健
康
な
ど
気
に
な

る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
お
話
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

問

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

☎
６
４
‐
８
４
７
６

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
※
要
予
約

○
と
き　

６
月
27
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場所
陸海空自衛官候補生

（男性）
18歳以上27歳未満の方
（学歴不問※高校在学生を除く） 受付中 1回目：6月11日（土）

2回目：7月9日（土） 目達原駐屯地

一般曹候補生
（男性・女性）

18歳以上27歳未満の方
（学歴不問） 8月1日～ 9月8日 1次：9月17日（土）

2次：10月9日（日）・10日（月）（うち1日）
受付時にお知
らせします

航空学生
（男性・女性）

18歳以上21歳未満の方
（高卒・見込み含む） 8月1日～ 9月8日

1次：9月22日（木）
2次：10月15日（土）～20日（木）
3次：11月12日（土）～12月15日（木）

受付時にお知
らせします

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　総務課　秘書広報係　☎37-0088自衛官説明会案内自衛官説明会案内自衛官説明会案内

平和を仕事にする

※自衛隊説明会○とき　６月12日（日）、７月10日（日）10：00～16：00　○ところ　神埼市中央公民館　【説明種目】
自衛官採用全種目（自候生・曹候生・航空学生・防大・防医大（医学・看護）・高等工科）などお気軽にご来場ください。

○
日
時　

毎
週
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

○
講
師　

石
丸　

常
治
さ
ん

※
年
会
費
有
り

問

平
山　

☎
５
３
‐
４
４
５
３

○
実
施
期
間

・
６
月
27
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

７
月
１
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
７
月
２
日
（
土
）、
３
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時　

○
電
話
番
号

　

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

○
相
談
担
当
者

　

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

※
い
じ
め
・
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の

人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配

ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問

佐
賀
地
方
法
務
局　

　

☎
２
６
‐
２
１
９
５

わ
ぬ
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
を
運
転
す
る
と
き

は
、
道
路
の
路
肩
な
ど
の
出
入
り

口
、
傾
斜
地
で
の
転
倒
、
転
落
に

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
機
械
の
修
理
・
点
検
や
稲
わ
ら
等

を
除
去
す
る
と
き
は
、
必
ず
エ
ン

ジ
ン
を
停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
機
械
に
衣
服
が
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
作
業
に
適
し
た
服
装
で
作

業
し
ま
し
ょ
う
。

〇
運
動
期
間　

６
月
30
日（
木
）ま
で

問

農
政
水
産
課　

農
政
水
産
振
興
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
７
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

６月 ３日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 ３－３会議室東側
10日（金） 千代田支所 ２－３会議室

７月 １日（金） 神埼市役所 ３－３会議室東側
８日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

６月

1日（水）
9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

13：00～16：00 神埼市役所 １－１会議室
千代田支所 ２－３会議室

14日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
17日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
20日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

７月
12日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
15日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
25日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

※６月１日（水）は、「人権擁護委員の日」で一斉相談日になっています。
○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど
◎問い合わせ　神埼市役所　総務課　　　　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　総合窓口課　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　総合窓口課　　☎59-2111

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　６月17日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　神埼町保健センター
○定　員　３人（１人40分程度）
※予約が必要です（当日11：00まで受付）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

司法書士無料相談

消費生活相談

○と　き　６月16日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　６月13日（月）まで
◎問い合わせ
　総務課　秘書広報係　☎37-0088

と　き　 ところ・問い合わせ
毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　６月４日（土）、16日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　６月18日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

身体障がい者相談

心配ごと相談（社会福祉協議会）
　何か困っていること、思い悩んでいることなどありません
か？日常生活や健康、経済面などさまざまな心配ごとに関す
る相談を受け付けています。

と　　き ところ
６月９日（木）

10：00～12：00
脊振町高齢者生活福祉センター

６月16日（木） 神埼町保健センター
千代田町福祉センター

◎問い合わせ　神埼市社会福祉協議会本所　☎59-2227

と　　き ところ

６月14日（火）10：00～12：00 千代田町福祉センター
14：00～16：00 神埼町保健センター

◎問い合わせ　神埼市役所　高齢障がい課　☎37-0111

生活困窮の相談窓口
　仕事や生活のことでお困りの方、借金でお悩みの方、病気
や障がい、その他さまざまな理由で経済的にお困りの方、ひ
とりで悩まないでお気軽にご相談ください。専門知識を有し
た相談支援員が、あなたに寄り添いながら他の専門機関と連
携し、解決に向けともに考えます。
◎申込・問い合わせ　神埼市生活自立支援センター　
　☎97-6730（千代田町福祉センター内）
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プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

行政トピックス

被災地復興を願って ラジオ体操普及のために

大御田祭のお礼として寄附民生委員制度100周年

　市は、５月10日、「平成28年熊本地震」の被災
地復興支援として、佐賀県共同募金会を通じて義援
金200万円を寄贈しました。
　贈呈式では、松本市長から義援金の受付窓口であ
る神埼市社会福祉協議会の江口勝利会長へ目録が手
渡されました。
　震災でお亡くなりになった方のご冥福をお祈りす
るとともに、被災地で苦労している方々に有意義に
使っていただき、一日も早い復興を祈念します。
　また、市からは、義援金のほか、県を通じて熊本
県阿蘇郡西原村へ職員を派遣しました。現地では、

地元自治体業務
や避難所業務の
支援を行いまし
た。

　４月26日、今年もかんぽ生命から、市民の方の
健康増進とラジオ体操の普及のためＣＤ50枚とＤ
ＶＤ10枚、解説書６００冊を寄贈いただきました。
　ラジオ体操は、かんぽ生命の前身である逓信省が
考案したもので、昭和３年に始まり約80年の歴史
があります。
　今年度は、８月17日（水）に神埼市で「夏期巡
回ラジオ体操会」が開催されます。正しいラジオ体
操を身につけ、多くの皆さんで元気いっぱいラジオ
体操で健康づくりをしましょう。

　５月１日、仁比山神社大御田祭奉賛会から、市へ
寄附をいただきました。
　これは、４月８日から20日までの期間に開催さ
れた大御田祭盛会のお礼の意を込めた寄附寄贈で
す。
　今回いただいた寄附金は、市の振興のために有効
に活用させていただきます。ありがとうございまし
た。

　神埼市民生委員・児童委員協議会の藤瀨　正会長、
葊島洋子副会長、合田信彦副会長の３代表は、民生
委員制度創設100周年を記念して、松本市長と神埼
市社会福祉協議会の江口勝利会長に記念バッジを贈
呈しました。
　３代表は、より多くの方々にバッジを着用してい
ただくことで、民生委員制度を広く地域の皆さまに
アピールし、より関心をもってもらうことを期待さ
れています。
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ
つれづれなるままに
MY DEAR　神埼

　12年に一度の「大御田祭」でスタートした平成
28年度の神埼市、そして「MY DEAR 神埼」でし
たが、その大御田祭の真っ最中だった４月14日、
私達ＭＤＫスタッフはこの日も午後８時からの御田
舞を見るため、仁比山神社に出掛けていました。
　毎回約１時間半かけ素晴らしい舞が披露される御
田舞。この日も鬼舞のお二人が見事舞台の床を割る
迫力の舞を披露され、舞が終了した午後９時半頃、
私は割れた板を拾おうと舞台の床下に潜っていました。
　その時、仁比山神社に集まっていた皆さんの「緊
急地震速報」が一斉に鳴り出し、熊本地方で震度７
の情報が。。。その後の事は連日の報道で皆さんよく
ご存知かと思います。
　私は「MY DEAR 神埼」を担当する７年前まで10
年近く熊本に住み、熊本の放送局でラジオの仕事をし
ていた事もあり、今も熊本に沢山の仕事仲間や友人、
知人がいます。地震発生後からずっとSNSでそんな
友人・知人の投稿をチェックし安否確認をしていまし
たが、４月16日の本震後「水がない!!」という緊迫し
た投稿ばかりでした。翌日17日は、「大和酒造」で「第
２回春の蔵開き」の取材が入っており、取材後は再び
午後２時からの御田舞の奉納に行く予定でした。しか
し、取材を終え移動の車の中でＦＢを開くと、そこに
はまた「水を届けてください!!」という更に緊迫した
投稿が…。「これは水を届けなければ!!」と急遽、御
田舞保存会会長の井上製麺、井上義博さんや千代田町
の「ecobito」、そして神埼の支援者の方から水など
をご提供頂き、熊本を目指しました。途中ＦＢでその
旨を投稿すると、熊本で「MY DEAR 神埼」を聴い
てくださっているリスナーさんが、荒尾まで迎えに来
て、通行可能な裏道を案内して連れていってくださり、
無事に熊本市内の災害FMまで届ける事ができまし

た。 災 害FMで は、 す
ぐに生放送の中で「以
前熊本でラジオをやっ
ていたおのさんが佐賀
の神埼から、水を持っ
て来てくださいまし
た」と紹介していた
だき、実際に私も出演しマイク
を通して熊本の皆さんに「水を取りに来てください」
と呼びかけました。後日、私のFBには「お水をあり
がとうございます。取りに行き、救われました。神
埼の皆さんの温かいお気持ちを忘れません」という
熊本の方からのお礼のコメントも届きました。
　今回このような行動が出来たのも、神埼の皆さん
がすぐに快く私の提案を理解しご協力いただいたこ
とと、「MY DEAR 神埼」を通して今も熊本のリス
ナーさんと繋がっていたからこそ、「MY DEAR 神
埼」があったからこそ出来た事だと、本当に感謝し
ています。
　熊本の復興はまだまだこれから！当然、大分
や、東北もまだまだです。出来れば、今後も「MY 
DEAR 神埼」を通してずっと被災地に寄り添って
行けたら。と思っています。

『MY DEAR 神埼』ナビゲーターおのくみこ

第２回
「～忘れられない、
　　　忘れてはならない日・・・」

吉野ヶ里歴史公園から ◎問い合わせ　
　吉野ヶ里公園管理センター
　☎55-9333

　６月は田植えの季節です。吉野ヶ里公園の復元水
田では古代米が植えられました。古代米とは、稲の
原種である野生稲の特徴を受け継いでいる米(稲)のこ
とです。本来、古代米は脱粒性（実りの頃、モミがひ
とりでにこぼれ落ちる性質）があるのと、背丈がのび
るため、稲が倒れやすいので、現在では古代米とは言っ
ても品種改良されたものが多く栽培されています。
　古代米には、いろいろな米があり、 ぬかの部分に赤
い色素（タンニン）をもつ米が「赤米」、紫黒色の色
素（アントシアニン）をもつ米が「黒米」です。赤米は、
玄米の色が赤褐色で、糠層（果皮・種皮）の部分に
赤色系色素（カテコールタンニン）を含んだ米です。
少しだけ精米するとうすい赤色になり、ぬかを全部
取りのぞくと白米になります。米つぶの形は、短粒

（ジャポニカ種）と長粒（インディカ種）があり、日
本ではジャポニカ種の「うるち米」が多く見られます。
　野生稲の大部分が赤米であることから、赤米は米
のルーツであり、赤飯の起源と考えられています。

黒米(くろまい)は玄米の色が黒色で、ぬかの部分に紫
黒色をした色素（アントシアン系）を含んだ米です。
少しだけ精米すると米が紫色になるため、紫米とか
紫黒米ともいわれます。米つぶの形は、短粒（ジャ
ポニカ種）と長粒（インディカ種）があり、世界に
は長粒種が多く、ほとんどが「もち米」です
　栄養成分も現代の白米に比べ、たんぱく質・ビタミ
ンＢ１・Ｂ２・ナイアシン・鉄・カルシウム・マグネ
シウムなどが豊富に含まれています。色素のアントシ
アニンには、血管を保護、動脈硬化を予防する働きや、
老化防止・発ガ
ン抑制にも効果
があるといわれ
ますので、時に
は古代米を食べ
てみてはいかが
でしょうか。
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に
と
心
が
け
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

５
月
５
日
に
ど
ん
ぐ
り
村
（
佐
賀
市

三
瀬
村
）
で
開
い
た
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
と
あ
っ
て
、
多

く
の
家
族
連
れ
が
来
場
。
悩
ん
で
い
る

人
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
歌
詞
と
い

う
「
越
え
て
ゆ
け
」
は
お
気
に
入
り
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で
、
情
感
た
っ
ぷ
り
に

歌
い
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ー
ク
は

佐
賀
弁
も
交
え
て
、
楽
し
い
空
間
を
演

出
し
て
い
ま
し
た
。

　

園
田
さ
ん
は
小
学
３
年
の
こ
ろ
か

ら
、佐
賀
の
劇
団
「
テ
ィ
ー
ン
ズ
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
」
に
所
属
。
同
じ
く

団
員
だ
っ
た
中
島
頌
一
郎
さ
ん
（
現
・

所
属
事
務
所
代
表
）
が
高
い
歌
唱
力
に

注
目
し
ま
し
た
。「
佐
賀
を
舞
台
に
、
何

か
面
白
い
こ
と
が
で
き
そ
う
」
と
２
０

１
２
年
に
デ
ュ
オ
を
結
成
し
、
佐
賀
市

歴
史
民
俗
館
「
浪
漫
座
」
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
演
。
13
年
４
月
か
ら
本
格
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
目
標
は
、
来
年
４
月
に
佐
賀
市

文
化
会
館
で
予
定
し
て
い
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

毎
週
、
声
楽
家
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、

得
意
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
磨
き
を
か
け
て

い
ま
す
。

園田有由美さん
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